
対
し
て
、
非
薬
物
療
法
と
と
も
に
、
抗
認

知
症
薬
を
は
じ
め
と
し
た
向
精
神
病
薬
に

よ
る
薬
物
療
法
を
専
門
的
な
立
場
か
ら
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
（
ご
家
族

や
施
設
ス
タ
ッ
フ
）
の
日
頃
の
介
護
に
対

す
る
悩
み
や
不
安
を
聞
き
、
介
護
方
法
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
本
人
の
状
態
に
合

わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
（
社
会
資
源
の

活
用
）
の
提
案
や
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ま
だ
介
護
保
険
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

方
に
対
し
て
は
、
当
院
の
相
談
員
か
ら
申

請
の
手
順
や
方
法
を
説
明
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。

─
─
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
で

�

大
事
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
？

澤
田
　
受
診
の
結
果
や
薬
剤
調
整
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
紹
介
元
の
か
か
り

つ
け
医
や
病
院
の
医
師
に
報
告
を
行
い
、

認
知
症
の
方
が
地
域
で
の
生
活
や
こ
れ
ま

で
の
環
境
で
の
生
活
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
病
院
─
診
療
所
連
携
や
病
院
─
病
院

連
携
を
常
に
大
切
に
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。

─
─
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と
は

澤
田
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
認
知
症
の

原
因
と
な
る
病
気
の
一
つ
で
す
。
脳
の
細

胞
が
少
し
ず
つ
死
ん
で
い
き
、
認
知
機
能

が
低
下
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
認
知
症

に
な
る
病
気
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
ほ

か
に
も
、
脳
梗
塞
や
頭
部
外
傷
な
ど
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

は
全
て
の
認
知
症
患
者
の
半
数
以
上
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
は
は
っ
き
り
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
率
が

高
い
こ
と
は
確
か
で
す
。

─
─
認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
北
山

�

病
院
を
受
診
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
？

澤
田
　
初
期
の
認
知
症
の
患
者
さ
ん
は
自

ら
の
も
の
忘
れ
を
自
覚
さ
れ
て
い
る
方
も

多
く
、
診
断
目
的
や
進
行
の
予
防
方
法
を

知
り
た
い
と
い
う
目
的
で
来
ら
れ
る
方
も

多
い
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方
な

ど
を
知
り
た
い
と
の
家
族
の
意
向
で
初
診

さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
本
人
や
ご

家
族
か
ら
の
依
頼
以
外
に
、
か
か
り
つ
け

医
や
一
般
病
院
の
医
師
、
介
護
施
設
か
ら

の
依
頼
も
多
く
受
け
て
い
ま
す
。

─
─
外
来
で
の
診
療
の
内
容
は

�

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

澤
田
　
も
の
忘
れ
外
来
で
は
、
問
診
や
画

像
診
断
に
よ
る
認
知
症
の
有
無
や
程
度
、

原
因
の
診
断
を
行
い
、
認
知
症
の
中
核
症

状
や
認
知
症
に
伴
う
行
動
・
心
理
症
状
に

─
─
ど
の
よ
う
方
が
入
院
の
対
象
と

�

な
り
ま
す
か
？

澤
田
　
当
院
へ
の
入
院
治
療
の
対
象
と
な

る
方
は
、
や
は
り
在
宅
や
施
設
に
お
い
て

行
動
・
心
理
症
状
の
対
応
が
困
難
な
ケ
ー

ス
が
殆
ど
で
す
。
入
院
す
る
病
棟
は
、
症

状
の
程
度
に
よ
り
精
神
科
一
般
病
棟
か
老

人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
分
か
れ
ま

す
。
入
院
後
は
確
定
診
断
を
行
い
、
身
体

機
能
や
認
知
機
能
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な

が
ら
、
で
き
る
だ
け
短
期
間
で
症
状
に
対

す
る
薬
剤
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

─
─
北
山
病
院
で
の
入
院
治
療
は

�

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

澤
田
　
病
院
内
で
は
、
薬
物
療
法
以
外
に

非
薬
物
療
法
と
し
て
回
想
療
法
や
作
業
療

法
（
創
作
活
動
、
音
楽
療
法
な
ど
）、
院

内
外
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

坂
井
　
認
知
症
の
患
者
さ
ん
が
、
い
か
に

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
す
。
食
事
や
排
泄
、
睡
眠

な
ど
の
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ご
本

人
の
現
在
の
状
態
だ
け
で
は
な
く
、
も
と

も
と
の
生
活
ス
タ
イ
ル
や
、
好
ま
れ
て
い

た
こ
と
な
ど
を
、
ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

ご
家
族
か
ら
も
聞
か
せ
て
頂
き
、
そ
の
人

ら
し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
過
ご
せ
る
環

境
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
行
動
・

心
理
症
状
に
対
し
て
も
薬
物
療
法
に
た
よ

る
だ
け
で
は
な
く
、
症
状
を
引
き
起
こ
す

原
因
や
意
味
を
探
索
し
、
そ
れ
に
応
じ
た

個
別
性
の
あ
る
ケ
ア
の
工
夫
を
行
っ
て
い

ま
す
。

─
─
退
院
調
整
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

�

こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

坂
井
　
ご
本
人
、
ご
家
族
、
在
宅
の
関
係

ス
タ
ッ
フ
や
退
院
後
に
利
用
予
定
の
施
設

の
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
退
院
後

に
利
用
す
る
介
護
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
に
、

ご
本
人
の
状
態
を
見
て
頂
き
、
意
見
交
換

を
行
い
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

や
対
応
方
法
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

退
院
前
、
退
院
後
の
多
職
種
に
よ
る
訪
問

を
行
い
、
環
境
の
変
化
に
よ
る
精
神
症
状

や
身
体
症
状
に
変
化
が
な
い
か
確
認
を
行

っ
て
い
ま
す
。

─
─
啓
発
活
動
と
し
て
ど
の
よ
う
な

�

こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

澤
田
　
市
民
や
医
療
・
介
護
関
係
機
関
な

ど
幅
広
い
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
医
と
し
て
、
医
師
を
対
象
と

し
た
か
か
り
つ
け
医
の
認
知
症
対
応
力
向

上
研
修
の
企
画
や
実
施
、地
区
医
師
会（
左

京
医
師
会
）
の
事
業
と
し
て
の
医
師
や
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
を
対
象
と
し
た
研
究
会
や
勉

強
会
、
講
演
会
、
市
民
講
座
や
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
に
も
協
力
し
、

地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
早
期
発
見
、
適

切
な
治
療
と
ケ
ア
、
地
域
連
携
の
構
築
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

坂
井
　
昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
、

身
体
治
療
を
行
う
一
般
病
院
の
ス
タ
ッ
フ

向
け
の
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
に
も
、

当
院
の
医
師
、
看
護
師
、
相
談
員
が
講
師

と
し
て
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

認 知 症 の 治 療 に つ い て

看
護
介
護
部
長
　

坂
井 

加
津
美

看
護
師
　
介
護
支
援
専
門
員

認
知
症
ケ
ア
専
門
士

病棟師長　岡田 信二
看護師　介護支援専門員

　初めまして、４月の異動でいずみ
棟に勤務 介護保険適用の病棟です。
まだ病棟業務に戸惑うこともありま
すが、「急がず・休まずの精神」で頑
張っていきたいと思います。今後とも
よろしくお願い致します。

退院後生活環境相談員

猪飼 裕奈
精神保健福祉士

　今年の５月より老人性認知症疾患
療養病棟いずみの専従相談員として
勤務させていただいております。入退
院の窓口となり、医師をはじめ様々
な職種のスタッフと連携し患者様の
より良い治療、より良い生活を目指
して業務に取り組んでいます。まだ
まだ未熟者ですが、患者様、またそ
のご家族様の笑顔が見られるよう日々
努力して参ります。宜しくお願い致
します。

　
認
知
症
治
療
に
つ
い
て
当
法
人
で
日
々
認
知
症
患

者
と
向
き
合
い
、
診
療
を
し
て
い
る
北
山
病
院
院
長

代
行
の
澤
田
親
男
医
師
と
看
護
介
護
部
長
の
坂
井
加

津
美
看
護
師
に
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

認
知
症
の

�

治
療
に
つ
い
て

　
北
山
病
院
は
平
成
10
年
に
「
も
の
忘
れ
外
来
」
と
、
京
都
で
初
め
て

と
な
る
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
「
い
ず
み
」
60
床
を
開
設
し
ま

し
た
。
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
認
知
症
の
専
門
機
関
と
し
て
い
ち
早
く

取
り
組
み
を
始
め
、
認
知
症
を
持
つ
患
者
さ
ま
の
外
来
診
療
、
入
院
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
か
ら
は
介
護
保
険
適
応
病
棟
と
し
て

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
当
法
人
で
は
、
北
山
病
院
、
第
二
北

山
病
院
を
は
じ
め
と
し
、
二
つ
の
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
老
人
保
健
施

設
紫
雲
苑
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
居

宅
支
援
事
業
所
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、

あ
ら
ゆ
る
段
階
の
認
知
症
の
方
に
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

平
成
6
年
　
京
都
府
立
医
科
大
学
卒
業

平
成
12
年
　
北
山
病
院
　
勤
務

平
成
23
年
　
同
院
　
院
長
代
行

日
本
認
知
症
学
会
　
専
門
医
・
指
導
医

京
都
認
知
症
総
合
対
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

澤さ
わ 

田だ 

親ち
か 

男お

医
療
法
人 

三
幸
会

北
山
病
院 

院
長
代
行
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